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　登録グループとそのメンバーの皆さんには、その他社協の行事にもご協力いただいています。
　各グループの活動内容について詳しく知りたい方や、活動依頼を希望する団体など、随時、ご相談
受付中です！すでに活動中のボランティアグループについても、登録に関するご相談お待ちしております！！

お問合せは、 播磨町ボランティアセンター　TEL：０７９－４３５－１７１２まで

播磨町社会福祉協議会では、団体ボランティア及び個人ボランティアの登録受付中です。
ボランティア活動に興味のある方はぜひ一度お気軽に播磨町ボランティアセンター（☎０７９－４３５－１７１２）

までお問い合わせ下さい。

どのような活動をしているの？
落ち葉や虫、魚やお花にどんぐり。
冬には望海公園でお味噌汁や焼き芋。夏は水遊び！
播磨町の公園を中心に、親子でからだいっぱい季節を感じています。
「お外と遊ぶ」
お外にいるだけで、いっしょにいるだけで、なんだか楽しい！がテーマです。
播磨町に引っ越して1年のころ、
「身近にある豊かな自然ともっと遊びたい、みんなで一緒に楽しみたい！」と
外遊び大好きなわが子と遊んでくれるお友だちを見つけたくて
お母さん2人で始めました。

播磨町ボランティアセンター 登録グループ一覧

①視覚障害者を対象と
した広報誌などの朗
読活動

②・毎月24～26日
　・第2水曜日 午後

※①活動内容　②活動日　≪令和５年３月時点　順不同≫

のぎくのぎく
①体験学習等を通した
手話の普及活動

②毎週火曜日 午後

手話サークル
はりま

手話サークル
はりま

①｢ゆうあい園｣の活動
支援
②第3木曜日 午後
　その他依頼に応じて

木曜会木曜会
①視覚障害者への点訳
支援活動、その他 
啓発活動
②・第１､３月曜日 午後
　・第2土曜日 午後
　ほか点訳依頼に応じて

点訳ボランティア
ほほえみ

点訳ボランティア
ほほえみ

①・「ゆうあい園」の活
動支援

　・高齢者施設への訪
問活動

②第2、4金曜日 午前
　第2月曜日午後
　その他依頼に応じて

スイトピースイトピー
①高齢者施設等での支
援活動

②施設の行事やその他
依頼に応じて

地活会地活会

①親子を対象とした
遊び場作り、講演会
開催など

②第 1・第３木曜日

森のようちえん
そとっこ

森のようちえん
そとっこ

①外国人に日本語を教
える活動

②奇数月 第１月曜日　
午前 

　その他 生徒と相談

日本語教室
はりま

日本語教室
はりま

①高齢者ミニデイサー
ビス

②第1、3水曜日 午後～

ライフケアー
なでしこの会
ライフケアー
なでしこの会

①ほっこりできる場所
｢そよかぜひろば｣の
運営
②毎月第２、４木曜 午後

ほうれんそうほうれんそう
①町内施設等でのハン
ドベル演奏の訪問活
動

②第１、３火曜日
　その他依頼に応じて

ハンドベル・
アンサンブルの会
ハンドベル・

アンサンブルの会

①・施設等でのマジッ
クショーによる訪
問活動

　・｢いきいき体験隊｣
での子どもへのマ
ジック指導

②第２、第４土曜日 午後
　その他依頼に応じて

播磨マジッククラブ播磨マジッククラブ

①募金活動、高齢者施
設への訪問活動等

②依頼に応じて

ガールスカウト
兵庫県第26団
ガールスカウト
兵庫県第26団

①気軽に笑って話せる
｢みんなのカフェ｣の
運営

②毎週水曜日 午前・午後

ボランティア
K・W・H
ボランティア
K・W・H

森のようちえん  そとっこ

団体・個人ボランティア登録受付中！団体・個人ボランティア登録受付中！団体・個人ボランティア登録受付中！

現在、当会ボランティアセンターでは団体登録グループが14団体あります。
今回は、令和４年度新たに加入された子育て支援を中心に活動されている

のご紹介です！
聞いてみました♪

みんなで
どんぐりに夢中♪

会員の要件

参　加　費

そとっこに参加して
いただける方
大人も子供も
1人100～200円
（⬆内容によって変更あり）

＊ 森のようちえんそとっこ情報 ＊

絵本や手遊び歌もありますが、
・どんぐりを拾う、ただ走る、
のんびりお友だちを見つめる。
・ふと立ち止まるこどもの隣で
「何を見ているの？」と大人
もしゃがんでみる。
そんなこどもの姿を見守る時間
を大切にしています。

こどもたちは想像力豊かに、
外との時間を楽しんでいます。
いっしょに楽しみに来てくだ
さいね。
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車椅子ボランティア活動交流会開催車椅子ボランティア活動交流会開催

一年を振り返って

＊＊＊＊＊ ボランティアセンター職員よりメッセージ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ボランティアセンター職員よりメッセージ ＊＊＊＊＊

播磨南小学校1年生福祉学習播磨南小学校1年生福祉学習「介助犬について」「介助犬について」「介助犬について」

　介助犬のデモンストレーションでは、ただ「わんちゃんが可愛い！」で留まることなく、障がい
がある人がどのようなことに困っているか、人のお手伝いとの違い等を掘り下げてお話しします。
全国で活躍する介助犬はわずか53頭。多くの人に介助犬の事を正しく知って頂くこと
で、介助犬が活躍しやすくなり、障がいがある人が自立しやすい社会に繋がります。

　当会では各小学校において様々な福祉学習を行っています。講
師も様々ですが、その中で当ボランティアセンターに登録中の団
体ボランティアの皆さんがボランティア経験を活かし、講師として
教壇に立たれています。
　子供達に伝える福祉学習のプログラムはとても重要で、プログ
ラム次第では結果として「障がい者や高齢者は大変だ。」という負
のイメージにつながってしまいます。福祉教育は多数者が少数者の
ことを理解するものではなく、また福祉の「正解」を教えるもので
もありません。車いす体験等の疑似体験を行ったとしても、歩けな
くても出来ること、例えば周囲の人の声かけや情報提供があるだ
けで、その障がいは激減するというような正の視点の発見が学び
に繋がります。
　今後も福祉教育では、子供達の思いやりの心と新たな発見を育
むことのできるようボランティアの皆様にも協力していただきな
がら、地域と学校をつなぎ、地域全体に福祉の輪が広がることを
目標に働きかけていきたいと考えています。

　今年度、播磨南小学校で初めて「介助犬」の学習を行いました。講師は兵庫介助犬協会理事の北澤さんです。
　当日は実際に介助犬が学校へやってきました。介助犬について、クイズ形式で学んだりデモンストレーション
を見て、児童の皆さんは新しい発見と学びの時間となりました。 新型コロナウイルスの収束がつかないまま、４年目の春を迎えようとしています。

ボランティア連絡会の会長として、何をどんな事をやったら良いのか分からず、三役で話し合い、幹事会
の皆さんの声を聞き知恵を出し合っていただきました。連絡会で計画し開催した「アンコーラ」さんの演
奏は、私達の心の栄養となり、また学習会で行ったクリーンピアはりま見学では私達の日々出しているゴ
ミがどのように処理されているのかがよく分かりました。改めて、会員の皆さんのご協力とご参加をいただ
き、実施出来ましたことを嬉しく思っています。
話は変わりますが、私が所属していますハンドベル・アンサンブルの会の活動であった出来事をご紹介

します。先日、介護施設を訪問した時のことです。ハンドベル・アンサンブルの会では、演奏の合間に誕
生月の方にハッピーバースデイの歌をプレゼントします。丁度、その時は93歳の男性の誕生月でしたが、「こ
の歳になって祝ってもらって涙が出るわ。」と感激して下さいました。帰り際、「また来てね！」「良かったよ！」
と言っていただき、逆に私達が元気をいただいて帰りました。

いつも前向きに何でも挑戦されようとする植さんに、改めて多くの事を学
ばせていただきました。今年１月に当会で開催した介護支援ボランティアフォ
ローアップ研修兼住民向け研修会では、参加された地域の皆様に当会ボラ
ンティアセンターの紹介と併せて、植さんからはハンドベル・アンサンブル
の会についてご紹介をしていただきました。音楽は「心のビタミン」という
素敵な言葉を用いて、活動について熱心にお話しされる植さんのお姿がと
ても印象に残っています。
一年間、本当にお疲れ様でした。

加古川で活動されているボランティアグループ「銀励会」の方々と播磨町ボランティアの方々にお集まり
いただき、車いすのメンテナンスを含めた交流会を行いました。「銀励会」の方々には、車いすのメンテナ
ンスにおける技術面についてだけでなく、交流の中で30年近く活動されている「銀励会」の歴史等を学
ばせていただきました。高度な技術をもつ「銀励会」メンバー全員が車いすと全く関係の無い仕事をして
きており、「車いす等の整備が好き」「誰かの役に立ちたい」といった気持ちから独学で車いすの勉強をし
たとお伺いし、非常に驚きました。播磨町ボランティアの方々も熱心にお話を聞かれており、大変充実し
た時間となりました。お集まりいただいた皆さん、ありがとうございました。

☆福祉学習～新たな発見と思いやる心を育む～☆☆福祉学習～新たな発見と思いやる心を育む～☆
　身体の不自由な人のため
に、落とした物を拾う、ドアの
開閉、不測の事態が起きた時
に人を呼びに行ったり緊急ボ
タンを押すといった緊急対応
など、日常生活の手助けをし
てくれる犬です。

介助犬とは？？介助犬とは？？

＜講師の兵庫介助犬協会 北澤さんより＞＜講師の兵庫介助犬協会 北澤さんより＞

　実際に介助犬を連れてきてくださって、物をとってきたり拾ったりするところを見られたので、子供達
は介助犬がどんな仕事をするのか実際に見て理解できたと思います。1年生にとって少し難しい内容も
ありましたが、介助犬がどんな働きをしているのか(ペットの犬との違い)、もし日常生活で介助犬に出
会った時にはどうすれば良いのか、子供達の振り返りの様子をみると、よく分かっていたと思います。

＜播磨南小学校の担当の先生より＞＜播磨南小学校の担当の先生より＞

播磨町ボランティア連絡会　会長　植　博子

ボランティアセンターに登録する有志のグループ同士がつながって組織された団体で
普段のそれぞれの活動に活かす為に情報交換や研修を自主的に活動されています。ボランティア連絡会とは？
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